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ABSTRUCT
For the electom source of JLC(Japan linear collider), we are developing a injecter scheme 

using a conventional thermionic gun and a SHB (sub-harmonic buncher). The thermionic gun is 
required to generate a high current beam with fast rise and fall time. At the present, we can generate 
a short pulse beam which has fiill pulse width less than 2ns at the peak current over 5 A.

1 •はじめに

K E K の J L C  R & D グ ル ー ブ で は 、 J L C の ビ ー ム 源 の 一 つ と し て 熱 陰 極 電 子 銃  
と S H B を 使 用 し た 構 成 を 検 討 し て い る 。 こ の 電 子 銃 に 要 求 さ れ る の は 高 速 の 立 ち 上 が  
り、 立 ち 下 が り を 持 っ た 大 電 流 ビ ー ム で あ る 。 今 回 は 、 グ リ ッ ド パ ル サ ー に Kentech 

製 パ ル サ ー を 用 い 、 Y-796力 ソ ー ド を 動 作 さ せ た 時 の 特 性 に つ い て 報 告 す る 。

2 •ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

J L C の ビ ー ム • ス ト ラ ク チ ヤ ー は 図 1 の 様 な 、 マ ル チ •バ ン チ * ビ ー ム の 衝 突 が  
計 画 さ れ て い る 。 u こ の ス ト ラ ク チ ャ ー を 熱 陰 極 電 子 銃 と S H B に よって実現するた 
め に 図 2 の 様 な 構 成 を 予 定 し て い る 。

Table I Beam parameters of JLC

Number of particles per bunch 1.0 x 1010
Number of bunches per rf pulsa. 10
Repetition rate of rf pulse 200
Bunch spacing 1.4 ns
Flatness < +/• 2 %
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Figure 1 .Beam structure of JLC
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Fig. 2 Hardware scheme for 10 bunches beam
The thermionic gun emits ①high cturent 14ns width beam 
with fast rise and fall time, <23The beam is cut and compressed 
by 714MHz SHB. Thus G 10 bunches beam with 1.4ns 
intcrvai is generated ac downstream of SHB.
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Fig. 3 The output of grid pulscr and ihe response of amorphous 
core CT
Grid pulscr has three pulse width mode— A:200ps width, 
B:lns width, C:14ns width. Amorphous core CT responds 
200ps widih(A ’)•’ but noc sufficient. At Ins width, the CT  
responds sufflcicndy. It has about 500ps rise dmc(B’). At 
Has width, we can see ihc droop (about 209o). Its caused 
by 1 cum pick-up coil(C).

こ の 電 子 銃 に 要 求 さ れ る の は 、 高 速  
の 立 ち 上 が り 、立 ち 下 が り «  7 0 0 
p s ) を 持 っ た 大 電 流 ビ ー ム ( > 〜 5A) 
で あ る 。 大 電 流 ビ ー ム は 、 Y-796力 
ソ 一 ド を 使 用 す る こ と に よ っ て 可 能 で  
あ る 。 し か し 、 こ れ ま で の グ リ ッ ド  
パ ル サ ー で は こ の よ う な 高 速 の 立 ち 上  

が り 、 立 ち 下 が り を 持 つ パ ル ス の 発 生  

は 困 難 で あ っ た 。 今 回 、 グ リ ッ ド パ  
ル サ ー に Ken tech製 高 速 パ ル サ ー を 用 い  
る こ と に よ っ て 高 速 の 立 ち 上 が り 、 立 
ち 下 が り が 期 待 で き る 。

3 •高 速 パ ル サ 一 と Amorphous core CT 
の特性

Kentech製 高 速 パ ル サ 一 は 、 出 力 電  
圧 5 0 0 V 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 5 0 0 、 
立 ち 上 が り 、 立 ち 下 が り が 速 度 2 0 0 
p sの 特 性 を 持 つ 。 パ ル ス 幅 は 、 2 0 
Ops (テ ス ト 用 ） ， Ins (シン グ ル バ ン  
チ 用 ） ，1 4ns ( 1 0 バ ン チ 用 ） の 3 モ 
一 ド を も っ 。

この 高 速 ビ ー ム を モ ニ タ ー す る た め  
に Amorphous core CT を 用 い た 。 
Amorphous core CTは 、 東 大 工 学 部 附 属  

原 子 力 研 究 施 設 の 小 林 氏 ら に よ っ て 開  
発 さ れ た も の を 2 高 速 ビーム用 に 改  
良 し た 。 図 3 に 、 高 速 パ ル サ ー を 入  
力 と し て 、 テ ー パ ー 管 と 内 導 体 を 使 っ  
て ビ ー ム を シ ミ ユ レ ー ト し た 結 果 を 示  
す 。 こ の C T は、 2 0 Opsの パ ル ス  
に 応 答 し ，Insの パ ル ス を ほ ぼ 再 現 し て  
い る 。 1 4 n s パ ル ス で は 、 ピックアッ 
プ • コ イ ル が 1 タ ー ン で あ る た め に  

droopが 見 え は じ め て い る が 、 ほぼ波形 

を 再 現 し て い る 。 実 際 の ビーム信 号  
は 、 1 0  m の 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル ( 
LHP-10D日 立 霜 線 製 ） を 通 し て ス コ ー  
ブ で 観 測 さ れ る 。
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4 •ビ ー ム • エ ミ ッ シ ョ ン 特 性  

図 4 、 5 に In s パ ル ス ，1 4 n s パ ル ス に 対 す る ビ ー ム •エ ミ ッ シ ョ ン 波 形 を 示 す 。 
I n s パ ル ス で は 、全 幅 で 2 nsに 拡 が っ て い る 。 こ れ は 、 Y -796力 ソ ー ド の response 

に 加 え て 、 C T や 同 軸 ケ ー ブ ル の 特 性 が 合 成 さ れ て い る 。 1 4nsパ ル ス で は decayが 
観 測 さ れ る が 、 こ れ は 前 述 の C T の 特 性 に よ る も の で 実 際 の ビ ー ム は 平 坦 な 特 性 で あ る  
と 思 わ れ る 。

今 回 、 高 速 パ ル サ ー を 用 い て 短 バ ン チ 。ビ ー ム を 発 生 し 、 Amorphous core CTによって 
そ れ を 観 測 す る こ と が 出 来 た が 、 J L C の ス ペ ッ ク を 満 足 す る た め に は 、 さ ら に 高 速 の  
responseが 要 求 さ れ 、responseの 良 い 力 ソ ー ド の 検 討 や モ ニ タ ー の 検 討 な ど を 行 な わ な け  
れ ば な ら な い 。
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Fig. 4 The emission current at 1 ns pulse width 
The gun parameters are as follows: anode 
voltage 150kV, heater voltage 6.0V and grid npt 
drive voitngc 360V. (V:lA/div., H: 2ns/div.)

Fig. 5 The emission cuircnt at 14 ns pulse width 
The gun parameters arc same as Ins pulse 
width. (V: HA/div” H: 2ns/div.)


